
当期におけるわが国経済では、米国経済の好調に伴う輸出の増加、株式市場

の回復や企業業績の改善のほか、個人消費も回復の兆しを見せております。当社

関連市場では、デジタル家電（デジタルカメラ、携帯電話、液晶テレビ、ＤＶＤなど）

が市場のけん引役として大きく伸長し、これに伴い半導体・電子部品の需要が

改善するなど、市場全体は回復傾向で推移しました。�

このような環境のもと、当社は経営目標の達成に向け、時計、デジタルカメラ、

電子辞書、携帯電話、ＴＦＴ液晶といった戦略事業を強力に推進・展開すると

共に、資本効率の向上、固定費の削減など経営効率化に一層の注力を図って

まいりました。その結果、当期の連結売上高は、戦略事業を中心に好調に推移し、

前期比１８．８％増の５，２３５億円となりました。損益につきましては、戦略事業

における商品力の強化による付加価値の大幅改善、経営効率化の推進等利益

体質の強化に努めた結果、営業利益は２７４億円（前期比５３．５％増）となりま

した。また、経常利益は２１４億円（前期比７４．８％増）、当期純利益は１４１億円

（前期比151.0％増）となりました。�

これをふまえ、当社は当期の配当を1株につき2円50銭増配し、1株につき15円

とさせていただきます。�
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取締役社長�

株主の皆様におかれましては、ますますご清祥

のこととお慶び申し上げます。2003年度�
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DATA

科 目 � 2003年度�

523,528�

27,491�

21,454�

14,176�

51.99�

�

2002年度�

440,567�

17,914�

12,272�

5,647�

20.27�

�

2001年度�

382,154�

△10,418�

△17,824�

△24,928�

△91.82�

�

売上高（百万円）�

営業利益（百万円）�

経常利益（百万円）�

当期純利益（百万円）�

1株当たり当期純利益（円）�

（単位：百万円）� （単位：百万円）� （単位：百万円）�売上高� 経常利益�（単位：百万円）�営業利益� 当期純利益�
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